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５ 図１のような長さ 6cm の針が，図形の辺から辺へ移動します。最初に，針はその頭

を中心として，反時計回りに回転して移動し，辺とぴったりと重なると止まります。

次に，針はその先を中心として，反時計回りに回転して移動します。このときも，針

は辺とぴったりと重なると止まります。このように，針は辺とぴったりと重なるたび

に止まって，回転の中心を順番に入れかえながら反時計回りに回転して，図形の辺か

ら辺へ移動していきます。次の問いに答えなさい。ただし，円周率は 3.14 とします。

(1) 図２のように，正三角形と正方形を組み合わせてできた五角形ＡＢＣＤＥがあり

ます。はじめに針の頭は点Ａに，針の先は点Ｅにあり，針は移動して，再び辺ＡＥ

とぴったりと重なりました。

① 針の先のえがく線を解答らんの図に太線でかきいれなさい。

② 針の先がえがく線で囲まれた部分の面積の合計は何 cm ２ですか。

(2) 図３のようなひし形ＰＱＲＳがあります。はじめに針の頭は点Ｐに，針の先は点

Ｑにあり，針は移動して，再び辺ＰＱとぴったりと重なりました。針の頭のえがく

線で囲まれた部分の面積と，針の先のえがく線で囲まれた部分の面積の差は何

cm ２ ですか。
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(1)① 頭の位置は，右図の①～③のようになる

ので，先のえがく線は右図の太線のように

なる。

② 右図で，△ＧＡＥは正三角形なので，

角ＢＡＧ＝ 90 － 60 ＝ 30 °なので，

直角三角形ＢＡＦは正三角形の半分

の形。よって，ＢＦ＝ＡＢ×

＝ 6 × ＝ 3cm。

また， ＡＧ＝ 6cm なので，

太線で囲まれた部分の面積の は

6 × 6 × 3.14 × － 6 × 3 ÷ 2

＝ 9.42 － 9 ＝ 0.42cm ２ 。

よって，太線で囲まれた部分の面積は

0.42 × 4 ＝ 1.68cm ２ です。

(2) ひし形ＰＱＲＳで角ＱＳＲ＝ 50 °

なので，角ＱＲＳ＝ 50 °。

角ＰＱＲ＝角ＰＳＲ

＝(360 － 50 × 2)÷ 2 ＝ 130 °。

よって，右図から，

針の頭がえがく線で

囲まれた部分の面積は

6 × 6 × 3.14 × × 2

－ひし形ＰＱＲＳの面積

＝ 26 × 3.14 －ひし形ＰＱＲＳの面積。

また，針の先がえがく線で囲まれた

部分の面積は

6 × 6 × 3.14 × × 2

－ひし形ＰＱＲＳの面積

＝ 10 × 3.14 －ひし形ＰＱＲＳの面積 となるので，

2 つのかまれた部分の面積の差は

(26 － 10)× 3.14 ＝ 16 × 3.14 ＝ 50.24cm ２ です。
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